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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

国際シンポジウム 

人文学の再建とテクストの読み方―津田左右吉をめぐって― 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

主催 早稲田大学総合人文科学研究センター（ＲＩＬＡＳ） 

共催 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「近代日本の人文学と東アジア文化圏－東

アジアにおける人文学の危機と再生」第三研究グル－プ「早稲田大学と東アジア―人文学

の再生に向かって―」／スーパーグローバル大学創成支援事業・国際日本学拠点／角田柳

作記念国際日本学研究所 

 日時 2017年 1月 14日（土） 

 会場 早稲田大学小野記念講堂 

 趣旨 

世界的な規模における人文学の危機を踏まえ、その再生の試みの一環として津田左右

吉の人文学形成とその課題を再検討したい。そして、人文学の基盤とも言えるテクス

トの読み方をめぐり、様々な観点から問題提起をおこないたい。 

プログラム： 

〈総合司会〉河野 貴美子（早稲田大学） 

11:00 開会の挨拶：大藪泰（早稲田大学 文学学術院長） 

    趣旨説明：新川登亀男（早稲田大学） 

11:15～11:55 プロロ－グ 

「津田左右吉の文献学と儒学的合理主義—人文学的批評はいかにして可能になるか—」 

磯前 順一（国際日本文化研究センター） 

13:00～15:00 第一部 解釈と再生 

13:00～13:40「津田左右吉と神話学—『ヨミの国の物語』を中心に—」 

デイヴィッド・ルーリー（コロンビア大学） 

13:40～14:20「中国古典と津田左右吉」 

渡邉 義浩（早稲田大学） 

14:20～15:00「津田左右吉の国民思想研究における仏教芸術観」 

肥田 路美（早稲田大学） 

15:10～17:10 第二部 知の交差 

15:10～15:50「白鳥庫吉と津田左右吉」 

マシュ－・フェルト（コロンビア大学） 

15:50～16:30「岩波茂雄と津田左右吉」 

十重田 裕一、塩野 加織、尾崎 名津子（早稲田大学） 

http://flas.waseda.jp/jcs-j/
https://www.waseda.jp/flas/rilas/research/activities/ryusaku_tsunoda_center/
https://www.waseda.jp/flas/rilas/research/activities/ryusaku_tsunoda_center/
https://www.waseda.jp/culture/about/facilities/#anc_15
https://researchers.waseda.jp/profile/ja.d9671fcaad56e9058049a7c985d877f7.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.b7cf4ef6e09e24f874a4a813499b2f94.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.9bd37121c9ff1d551c7de27f01215025.html
http://research.nichibun.ac.jp/ja/researcher/staff/s007/index.html
http://ealac.columbia.edu/portfolio-items/david-lurie/
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.7ae03ded49bc028e6b567120a2bcc190.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.aad743ef56069e522c2928477c1106f0.html
http://ealac.columbia.edu/graduate/current-phd-students/#Felt
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.4a7b24f8285ebf5678a6eddb414c949a.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.43408ae1159996a7fb75d382e9608b87.html
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16:30～17:10「柳田民俗学と津田左右吉」 

鶴見 太郎（早稲田大学） 

17:20～18:10 第三部 総合討論（講演者全員）  

司会：新川 登亀男（早稲田大学） 

18:10 閉会の挨拶：上野 和昭（早稲田大学 総合人文科学研究センター 所長） 

 

 

国際シンポジウム「人文学の再建とテクストの読み方―津田左右吉をめぐって

－」を終えて 

                  新川登亀男（文学学術院教授、コーディネーター） 

 2017 年 1 月 14 日（土）、早稲田大学小野記念講堂において、早稲田大学総合人文科学研

究センター（RILAS）主催の年次フォーラムである国際シンポジウム「人文学の再建とテ

クストの読み方―津田左右吉をめぐって－」が開催された。本シンポジウムは、上記研究

センターの部門研究である「仏教文明と東アジアの地域文化研究」を基盤としておこなわ

れた。そして、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「近代日本の人文学と東アジア文化

圏―東アジアにおける人文学の危機と再生」第三研究グループ「早稲田大学と東アジア－

人文学の再生に向かって－」、ス－パ－グロ－バル大学創成支援事業・国際日本学拠点、角

田柳作記念国際日本学研究所の後援を得た。シンポジウム当日には、約 150 名に及ぶ方々

にご参集いただいた。とくに早稲田大学以外の諸大学や諸機関から多くの方々にお越しい

ただいたことは、人文学の現状に対する関心の広さと深さを物語るものであろう。ご協力

いただいた関係各位に感謝したい。 

 本シンポジウムは、近年問題視されている「人文学の危機」現象をとりあげ、「人文学の

http://researchers.waseda.jp/profile/ja.c7a2f66ddf12873d589033e495116d90.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.9bd37121c9ff1d551c7de27f01215025.html
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.47c75e445c24f4383acab38f4f22e069.html
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危機」がどこにあるのか。それをどのように克服したらよいのかを模索する意図のもとで

開催された。しかし、「人文学の危機」という課題は大きなものであり、その捉え方も一様

ではないと考えられる。そこで、具体的な事例を手がかりにして考えてみる方法を選んだ。

すなわち、津田左右吉（1873-1961）が構築しようとした「学問」とは何であったのか。そ

の企図と方法と成果をどのように問い直したらよいのか。そして、そこから人文学のあり

方を再考し、模索する手がかりを得たいと考えたのである。津田の自称「学問」は、旧満

鮮歴史地理研究、日本の記紀研究、国民思想研究、中国古典思想研究、そして教育論、歴

史論など多岐にわたるものであり、近代の人文学形成の一例として取り上げるに値するで

あろう。 

 しかし、本シンポジウムは津田左右吉の業績を称賛するものではない。津田の「学問」

に倣うことが、そのまま「人文学の危機」を乗り越え、人文学の再建を直接導くことにな

ると認識しているわけでもない。津田の「学問」総体を多角的かつ客観的に見直し、また、

それぞれの視角を相互に公開し、かつ交換することを通じて、人文学の再建をめざす着実

な一歩にしたいと望んだのである。その意味においては、一定の理念を前提とした問題提

起に収斂させるのではなく、多様にして具体的な見方を突き合わせてみるという、いわば

原初的な基盤の確認を心がけたつもりである。その大綱は、以下のとおりである。 

 プロローグとして、磯前順一氏（国際

日本文化研究センター）の「津田左右吉

の文献学と儒学的合理主義－人文学的

批評はいかにして可能になるか－」が報

告された。この報告は、エドワード・サ

イードの「人文学的批評」を念頭におき

ながら、津田の国民文学論、記紀論、文

献学、戦後歴史学とのかかわりを柱とし

て取り上げた。そして、言語文化と非概

念的世界の差異と関係、帝国主義と民族

国家論、儒学と国学、歴史とテクストとの逆転関係、その他多くの課題や概念を提起し、

合わせて数多の人文学者との突き合せ

を試みている。 

 これにつづく第一部「解釈と再生」で

は、津田左右吉がテクストをいかに読み、

そしてそれをどのように再生産させた

のかを様々な視点から具体的にさぐり、

その意味や限界を明らかにしようとし

た。 

第一に、デイヴィッド・ルーリー氏（コ
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ロンビア大学、ドナルド・キーン日本文化センター所長）の「津田左右吉と神話学－『ヨ

ミの国の物語』を中心に－」が報告された。この報告では、現今（当時）の神代史研究と

比較神話学を批判する津田が、記紀の「ヨミの国」物語をいかに読んだのかを追究し、津

田自身の神話学を想定する。 

第二に、渡邉義浩氏（早稲田大学）の

「中国古典と津田左右吉」が報告された。

この報告では、津田の中国古典研究が清

朝考証学とも、既存の中国思想への認識

とも異なる徹底的な史料批判（主体的な

近代合理主義）によってなされたことを

読み解いてみせた。具体的には、津田が

おこなった『論語』成立論を武内義雄の

それと対比させながら追究し、現在の出

土文字資料研究との関係に及ぶ。 

第三に、肥田路美氏（早稲田大学）の

「津田左右吉の国民思想研究における仏

教芸術観」が報告された。この報告では、

津田の仏教芸術批判を取り上げた。津田

は「貴族文学時代」の仏教芸術が「支那

芸術の模本」であり、「日本人の宗教的感

情の表現」ではないと主張したが、これ

に対して、中国からの模倣にも選択や排

除があったことを具体的に指摘する。一

方で、日本の仏教芸術の源流を中国南朝

に求めた津田の理解を評価した。 

以上、三者の報告は、日本の古典（文字資料）、中国の古典（文字資料）、そして日本の

仏教芸術（非文字資料）を津田がいかに読んだのかを実証的に明かしたものである。同時

に、それぞれの報告者自身によるテクストの読み方が開陳されており、津田のテクストの

読み方と、現在における三者のテクストの読み方との緊張関係も読み取れる。これからは、

津田のテクスト読みを媒介として、現在の三者のテクスト読みをどのように繋ぎあわせて、

あらたな人文学への展望を拓くのかが望まれるであろう。その際、テクスト読みの基底や

背景に存在する、狭義の研究や学説を越えた諸課題や概念との擦り合わせも必要となろう。

つまり、磯前報告との交換関係が期待されるのである。 

第二部「知の交差」では、津田と他者との交流を通じて、津田の人文学の位置づけを試

みた。 
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第一に、マシュー・フェルト氏（コロ

ンビア大学）の「白鳥庫吉と津田左右吉」

が報告された。この報告では、津田が永

年にわたって私淑した東洋学者の白鳥庫

吉（1865-1942）と津田自身との間で、日

本の神代史および神話に関する理解がど

の部分で共通し、どの部分で異なってい

たのかを追究し、民族・人種論に及んだ。 

第二に、十重田裕一・尾崎名津子・塩

野加織諸氏（以上、早稲田大学）の「津

田左右吉と岩波茂雄」が報告された。この共同報告では、まず、岩波書店所蔵などの岩波

茂雄（1881-1946）関係資料調査にもとづ

き、いわゆる津田事件と岩波茂雄との関わ

り方や内務省検閲について新資料を紹介

する。ついで、ゴードン・W・ブランゲ文

庫所蔵資料（アメリカのメリーランド大学

蔵）調査にもとづき、津田の著『支那思想

と日本』（岩波新書）の再版時における戦

後占領期の検閲と津田の対応について新

資料を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三に、鶴見太郎氏（早稲田大学）の「柳田民俗学と津田左右吉」が報告された。この

報告では、柳田国男（1875-1962）らが主宰する『郷土研究』や『民族』に寄稿した津田と
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柳田との諸関係を明らかにした。そして、

民謡や役行者説話などの理解にみられる

両者の大きな差異点に注目する。 

以上、三者の報告は、津田との交流が

よく知られていた白鳥庫吉、岩波茂雄、

また逆に、津田との交流がよく知られて

いたとは言い難い柳田国男の三者を取り

上げ、文字通り津田との「知の交差」に

焦点をあてたものである。その結果、津

田の人文学形成とそれぞれ三者（白鳥・

岩波・柳田）とがどのような共振関係を結び、また逆に、いかなる差異を鮮明にしたのか

が浮き彫りにされてきた。合わせて、近代日本国家の構築とともに歩んできた人文学の形

成に、どのような課題と問題点があったのかを、三者の報告は問いかけていよう。 

第三部「総合討論」で

は、報告者がそれぞれの

報告について補い合い、

会場からの質問に応えた。

その質問のなかには、こ

れまでの津田研究の限界

を指摘するものや、本シ

ンポジウムの趣旨を確認

するものなどがあり、率

直かつ活発な意見交換が

なされた。 

本シンポジウムは、ま

さに盛況のうちに幕を閉

じた。力のこもったそれ

ぞれの報告に感謝すると

ともに、本シンポジウム

が、さらに人文学のあり

方について広く問いかけ

ていく貴重な一歩になる

ことを望んで止まない。 

（文責：新川登亀男） 


